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　椎骨動脈は，脊椎脊髄外科医が頸椎を操作するうえで，脊髄，
神経根と並んで，あるいはそれ以上に，クリティカルな操作精
度を要求される構造である．横突起の中を走行しているために，
亜脱臼～すべりにより損傷閉鎖されることが多く，また前側方
手術ではそのトランスポジションが必要となることも多い．神
経鞘腫などの頭蓋頸椎移行部の操作においては，常に腫瘍との
位置関係に注意して，術中も確認しながら細心の操作を行わな
ければならない．
　取り巻く骨の減圧を行うときに，椎骨動脈の外壁を不用意に
触ると攣縮に陥りやすく，狭窄，閉塞してしまう．しかし，手
術中は触ることもなく，トランスポジション，減圧が完了し，
ドップラーのモニターでもよい拍動が最後まで聞き取れていて
も，不可思議にも手術終了後数時間して，めまい，小脳梗塞を
起こしたことも経験している（振動が悪かったのだろうか？）．
2本あるからといって油断できないのは当然であり，その位置と
血行動態，走行については，術前術中に十全なる検討とアセス
メントを行いながら臨むべきものである．
　このたび上位頸椎固定のエキスパートである根尾昌志教授の
イニシアチブでまとめられた椎骨動脈損傷に関するこの特集の
意義は大きい．佐藤先生による椎骨動脈不全の症候の整理，根
尾先生による椎骨動脈損傷の実態調査の資料的なまとめからは
じまり，小宮山先生・石黒先生による動脈損傷時の循環評価と
治療，高安先生・青山先生による手術による椎骨動脈損傷の予
防，中瀬先生・竹島先生による bow hunter’s stroke の解説，放
射線科・内野先生による MRA，CTA による椎骨動脈破格の診
断，鈴木先生らによる外傷に伴う椎骨動脈損傷と，全体として
椎骨動脈損傷のモノグラフと呼んでよい内容にまとまってい
る．第一人者の先生方のご協力で有意義な資料となったことは，
大変喜ばしいことである．
 （金　　彪）
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